スティルウェル：どうですかな？ 私の試作品について…
社長：非常に価値のある試作品だ
      直接渡してもらおうか
スティルウェル：しかしまだテストは終わってない…！
                彼を世界に解き放たせるなんてとても…
社長：ワシは世界に興味がない、興味があるのはスパイダーマンだけだ
試作品（サソリ）：グアアアアアアアッ！（轟音）

"ジェイムソンの大手柄？"

ピーター：ああ、ベティー、ところでさ…うーん、
　　　　　何を…んー…やってるの？
ベティー：今は止めないで、行って！
社長：ミス・ブラント！ ついに！
      新兵器のおかげで、スパイダーマンはいなくなる！
      スパイダーマンは終わりだ！
ベティー：ピーター！どこへ行くの？
ピーター：用事を思い出した！何かを忘れてる！
ベティー：あたしも忘れてたわ…
          今朝気づいて、ベッドにいなかった
ピーター：危険はない！
          さて、ジェイムソンの秘密兵器が何なのかを知るためには…
ジェイムソン：スティルウェル博士？ジェイ・ジョナ・ジェイムソンだ
              スコーピオンは今、スパイダーマンを追ってるか？
              OK

ピーター：スコーピオン？ スコーピオンがジェイムソンの秘密兵器なら…
          そいつに見つかる前に 見つけたほうがいい
          スコーピオンはどこにいる？

スコーピオン：すぐ後ろさ、スパイダーマン！ 貴様を片付ける！

ピーター：フゥ、危ない所だった！

スコーピオン：フン！一つの善行（ゼンコウ）はもう一つの善行に値する！
              褒美をやろう！
              サソリの餌は自然のクモなんだぞ？知らないのか？
ピーター：ぜひ教えて、ネイチャーボーイ！
スコーピオン：一生、暗闇の中で口笛を吹いてろ！
              これで終わりだ！
ピーター：納得いかない…
スコーピオン：その予定だ！…どこに行った！

ピーター：君の後ろさ！…あんたを見つけるときに役立つだろう
          誰かが呼んだら あんたが縛られてるって伝えちゃうよ

スコーピオン：ハァ！残念だったな この爪で蜘蛛の巣が切れるのだ！

ピーター：自ら、解いた！

スコーピオン：もう終わりだ、スパイダーマン！
スコーピオン：ハァ！壁に背を向けるとはなぁ…
"危険 高電圧に注意！"

スコーピオン：スパイダーマン！いつか貴様をぶっ潰す！
              地獄行きだ！死ね！
              グァー！グァー！（轟音）

スティルウェル：あの試作品に衝撃的新事実がわかった
                彼の強さが増殖されるほど
                より邪悪な性質になる
                このことをジェイムソンに伝えなくては
（電話）

スティルウェル：スコーピオンに非常にまずい事を頼んでしまった
ジェイムソン：いいだろう
スティルウェル：追いかけてるかもしれません、あなたを
ジェイムソン：もしスコーピオンが敵対したら
              ワシが肉料理にされてしまうぞ！
スパイディ：スコーピオンを簡単に見つけられる場所といえば…
　　　　　　社長室だ！
            彼がそこに行ったら、
　　　　　　何が起こるかなんてわかんないよ！

ジェイムソン：当局に連絡しろ、身辺警護を要求するのだ！
ベティー：はい、ジェイムソンさん そうします！
         （悲鳴）


＜Bパート＞冒頭はベティーの悲鳴、２回目だが。

スパイディ：社長室からきてる！
ジェイムソン：やめろ！近づくな！いくらでも払う！
              だが傷つけるな！やめろー…！

ベティー：スパイダーマン！
スパイディ：もう安心だぞ ジェイムソン！

ジェイムソン：スコーピオンを捕まえなさい
              君の獲物だろ

スコーピオン：ブースに行きたいところだ！
スパイディ：貪欲すぎるよスコーピオン！
            クモの巣状のべとべとしたもので
　　　　　　あんたがどれだけ落ち込むか！
ジェイムソン：うまいぞ！スパイダーマン！
              ベティー、警察を呼んで！
ベティー：早く、来て！場所は"デイリー・ビューグル社"よ！急いで！
ジェイムソン：刑事さん すぐに連行しろ！
警官A:まさかね、巨大スコーピオンがいたとは…

スコーピオン：ジェイムソン！責任持てるよな？
              必ず戻ってくるぞ！
              お前もだ、スパイダーマン！

ジェイムソン：ミス・ブラント！報道機関に伝えなさい！
              ジェイ・ジョナ・ジェイムソンは
              毎晩サソリ怪人を捕まえるのに忙しいとな！

スコーピオン：これ以上刑務所に拘束されてたまるか！
              私は復讐する！ジェイムソンとスパイダーマンは救われない！


ジェイムソン：ジェイ・ジョナ・ジェイムソンですが…
　　　　　　　はぁ？スコーピオン？刑務所から脱走？
              スコーピオンが逃げた…
　　　　　　　捕まえにくるかもしれん！

ジェイムソン：そうだ パーカー、
　　　　　　　刑務所から脱走したスコーピオンをカメラにとらえてほしい

ピーター：了解です

ベティー：はい、…あらやだ！スコーピオンがこっちに向かってるそうです！
ジェイムソン：こっちに向かってる！？

ピーター：じゃあ、行ってくるよ

ジェイムソン：あっ、ピーター…、待ってくれ！そんなに急がなくとも…
ピーター：しかし、写真の方が先ですから
ジェイムソン：パーカー！戻ってこい！行くな！戻れ！

スコーピオン：スパイダーマンがそこにいるなら…
              ジェイムソンは無防備だろう！
              先にジェイムソンを片付けてから
              スパイダーマンを抹殺するとしよう！
スパイディ：ちょっとまって！今年の賞金稼ぎは私かも
            社長室はいま1人だ！
            スコーピーは社長室にいる！
　　　　　　早く助けなければ！

ジェイムソン：やめろ！やめろ！近寄るな！やるな！
スコーピオン：こんな時間にスパイダーマンなんか来ねえよ！
スパイディ：呼んだ？
ジェイムソン：獲物はこっち！
スパイディ：私はこうみえて 普通のヒーローだからね！
            まだ助けられるかもよ！

ジェイムソン：警察、応答しろ！
              社長室に不審者、急げ！！

スコーピオン：警察！？逃げなきゃまずいぞ！


ジェイムソン：感謝感激だ
              素晴らしい一面の記事になるだろう

              聞け、パーカー
　　　　　　　"恐れ知らずの新聞社 JJJ社長が
　　　　　　　サソリ男から従業員を救う。
              公の場で長時間 再び…
              なにをそんなに慌てとる、
              まだ記事は読み終わっとらんぞ
ピーター：またいつか読みますよ
ジェイムソン：やれやれ、まるで子供だ
　　　　　　　退屈で理解できないんだろう

ピーター：違う！結局はみんな "スパイダーマン"のおかげさ！

End